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小金井インフォメーション

募 集

新婦は小金井出身のタレント

西岡市長 連名で結婚発表

菊田歯科医院
小金井市梶野町5-9-7 ☎042-381-9382（木・日・祝休診）

月･火･水･金･土9時～12時 14時30分～18時（土14時～17時）

◎たこ原画コンクール「凧の絵」募集 入
選作を来年１月実施予定の新春たこあげ大
会配布の「凧の絵」に採用。テーマ:寅。
対象:市内在住小学生。入選１点、佳作10
点。/時応募締切：8月20日(金)/問児童青
少年課児童青少年係042-387-9847
◎みどりのこども絵画コンテスト～小金井
のみどりをみらいへつなごう 市内のみど
りをこれから生まれてくる子どもに引き継
ぐために何ができるか、自由な発想で表現
した絵を募集。対象:市内在住６～15歳。/
時応募期限:9月10日(金)/問環境政策課緑
と公園係042-387-9860

◎武蔵野法人会
6月4日付 会長 清水宏益(前副会長)

◎『村山ひでき 市政レポート』「コロナ
に負けるな!がんばろう小金井! 第２回定
例会 報告号 旧SEIYUビルにワクチン大規
模接種会場を開設」他(7月12日)/発行:村
山ひでき事務所/問090-3428-2715
◎『まっさき通信 Vol.92』「期日前投票
最終日の複数会場実施を要望 防災力を向
上させるための取組みを提案」他(7月)/発
行:小金井市議会議員 小林正樹/問070-6947
-6078
◎『公明こがねい2021 7月号』「新庁舎建
設にあたり市民生活に影響を与えないよう
『財政的裏付けを求める決議』が賛成多数
で可決!」他（7月）/発行：公明党北多摩
第二総支部 総支部公明こがねい発行委員
会（宮下誠/渡辺ふき子/小林正樹）/問080
-9804-8237(宮下)

議員発行物

人 事

世代差超え尊敬し合える存在に

20日、西岡真一郎小金井市長(52･写真

左)と友寄蓮さん(26･タレント･三枝プラ

ンニング、写真右)の結婚報告がインター

ネットのニュースサイトを駆け巡った。

友寄さんが自身のSNSで「今年の春に結

婚し、現在第一子を妊娠中。未熟な２人

を温かく見守ってほしい」と直筆の連名

で結婚を発表。併せて、和装の新郎新婦

が笑顔で並ぶ写真を公開した。

小金井市出身の友寄さんは、「第５回

こがねい浴衣美人コンテスト2018」でグ

ランプリを受賞。また、高校時代に発症

した急性リンパ性白血病の闘病体験を活

かし、献血呼びかけ運動や講演活動を行

なっている。16年には『彩の国けんけつ

大使』を任命された。２人は献血活動や

地域イベントを通して知り合ったという。

小金 井市 内の 飲食 店は 今
緊急事態宣言下 協力金より売上優先する店も

コロナ禍
ル ポ

市内の通常営業店は増加見られず

７月12日の緊急事態宣言発令後、東小

金井、武蔵小金井の駅前商店街を回った

ところ、酒類提供禁止、午後８時までの

時短要請を無視して通常営業を行ってい

る飲食店は10店に満たなかった。吉祥寺

などの繁華街に比べて前回の宣言時より

も増えた印象はないが、その中の１店舗

は平日の夕方６時を回ったばかりだとい

うのにほぼ満席状態だ。

店頭の「通常営業」「アルコール提供

しています」という貼り紙からも、１日

４万円の感染拡大防止協力金よりも売上

を優先していることが分かる。いずれも

家族経営ではなく、２、３人のアルバイ

トスタッフを雇っている店舗で、広くチェー

ン展開をしている大手も少なくない。

また、新型インフルエンザ等対策特別

措置法では営業時間の短縮等の命令に従

わない店舗には30万円以下の過料が課せ

られるが、１日４万円の協力金の受け取

りを拒否し、過料を払ってでも経営を優

先する、という判断なのだろう。

実際、緊急事態宣言時でも通常営業を

続けてきた東小金井、武蔵小金井駅近郊

などで約100店舗を展開する居酒屋チェー

ンは今年６月の既存店売上高を前年同月

比118.7％のプラスと発表した。

時短営業要請を拒否し通常営業をして

いる市内の飲食店には、梅雨が明け猛暑

が続くなかでアルコールへの渇望感に耐

えきれなくなった地元のお客が、詰めか

けている印象だ。政府は今回の緊急事態

宣言では時短要請に応じた飲食店に一律

で112万円(１日４万円×４週間分)の協力

金を先払いする方針だ。緊急事態宣言が

明ける８月22日以降も猛暑が予想される

なか、都も市も飲食店への対応に一層苦

しむことが予想される。

酒類提供禁止、時短要請に応じて営業する小金井市

内の飲食店の看板
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